
    vol.36 no.4 (2015) 

1               ©KINOKUNIYA COMPANY LTD. 

販売総代理店 
Digital National Security Archive  

アメリカ外交政策極秘文書シリーズ Web 版 

CIA 極秘作戦 Part 2 
諜報の年・1975 年 

CIA Covert Operations II: The Year of Intelligence, 1975 

政府の諜報機関による権力の濫用が暴露された 

1975 年に焦点を当て、今日に続く米国の諜報政策をひもとく 

 

◆コレクション概要◆ 

フォード政権の最初の 1 年は、「諜報の年」として知られています。この年、メディアと議会が政府の諜報機関に調査

のメスを入れ、権力が違法に濫用されていることが暴露されました。この動きは、数十年を経て今日まで続いています。 
1974 年後半に New York Times が暴露した CIA の違法行為は世論の憤激を巻き起こし、これを受けてフォード大

統領はブルーリボン大統領委員団（ロックフェラー委員会）を設置、上院ではチャーチ委員会が、下院ではパイク委員

会が、CIA の活動を調査しました。当コレクションは、その後もこの種の調査のモデルとなったこれらの委員会の資料を

豊富に収録し、諜報活動に関するあらゆる事項 ― 極秘活動、暗殺、政治的な対立者に対するスパイ行為、不当な

盗聴、そして諜報コミュニティの組織、危機対応、情報分析など ― をカバーしています。そして、フォード政権がこの

政治的危機にどのように対応し、最終的に諜報組織をいかに再編成したか、そして政府として初めて諜報機関の使命

と役割とを明確にした行政命令をいかに下したかを、細部まで明らかにします。 
 

 

◆Digital National Security Archive (DNSA) について◆ 

～非営利団体 The National Security Archive 所蔵の機密解除文書を収録～ 

The National Security Archive は 1985 年に、政府の秘密主義を抑制することを目的としてジャーナリストと学者

により設立された米国の非営利団体です。重要な国家政策の形成・施行過程に関する公文書に対して、情報公開法

(Freedom of Information Act)に基づいて体系的に公開請求を行ってこれを収集しており、安全保障に関する一次

文献については「米国政府に次ぐ最大の所蔵先」であると言われています（Los Angeles Times）。 
DNSA は、ProQuest 社と The National Security Archive の協力関係の下、The National Security Archive

が所蔵する文献から特に重要なものを専門委員団が明確な基準に基づいて選定し、詳細な書誌索引を付与して Web
上で提供するものです。米国政府の機密解除文書をもっとも包括的に収録するデータベースであり、収録される文書

の多くは当データベースによって初めて刊行されるものです。DNSA は重要なテーマごとに分けられた「コレクション」

で構成されています。現在 45 コレクションが刊行されており、今後もコレクションが追加されていく予定です。 

 
 

http://nsarchive.gwu.edu/
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◆関連コレクションのご紹介 －アメリカ政府の諜報・監視活動－◆ 
 

CIA 極秘作戦 Part 1：1977 年-2010 年  
CIA Covert Operations: From Carter to Obama, 1977-2010 

カーターからオバマ政権にかけて行われた、CIA のアメリカ国外での極秘作戦に関する資料を収録します。大統領

の発言のメモ、国家安全保障会議の資料、CIA の高官が大統領に宛てた非公式の文書、CIA の調査報告など、機密

解除文書を含む2,337点の貴重な資料を収録します。アフリカ、中南米、ラジオ放送、対テロ戦争などにおけるCIAの

極秘作戦と、それに対する公式見解及びアメリカの諜報活動マネジメントなど、CIA の活動に関するあらゆる事項をカ

バーするコレクションです。 
 

電子監視と NSA：シャムロックからスノーデンまで 
Electronic Surveillance and the National Security Agency:From Shamrock to Snowden 

（2014 年リリース）今日大きな議論を呼んでいる、電子監視に関する最も包括的なコレクションです。2013 年に元

CIA 局員エドワード・スノーデンがリークして世界中に衝撃を与えた、アメリカの諜報機関の監視の実態を明らかにする

資料をすべて収録します。加えて、これに関連する資料と、スノーデンの行動に影響を受けて複数の政府機関－NSA
（アメリカ国家安全保障局、National Security Agency）や国家情報長官の組織下など－から開示・リークされた資料

や、政府機関による監視行動とそれをめぐる議論の初期にまで遡る、歴史的な資料も収録します。インターネット上か

らも貴重な資料を収集し、専門家が精査した上で索引情報を付与して提供します。 
 

NSA（アメリカ国家安全保障局）： 組織と活動 1945 年-2009 年 
The National Security Agency:Organization and Operations, 1945-2009 

アメリカ最大にしてもっとも秘密主義の情報コミュニティ機関、NSA に関するコレクションです。NSA の歴史、目的、

組織構造、諜報、情報分析、人物・予算データ、諸外国との関係等を詳らかにする一次資料を収録します。 
 

9/11 以降のアメリカの情報コミュニティ 
The U.S. Intelligence Community after 9/11 

9/11 テロ事件以降に行われた諜報活動の機能強化―組織変更、対敵情報活動や分析等の諜報活動―に関する

文書を幅広く収録、さらに、9/11 に関する情報コミュニティの実績、イラク戦争その他社会の注目を集める出来事に関

連した問題についての議会や行政府による調査の結果、評価も収録します。 
 

その他、多岐にわたるテーマの 45 コレクションを刊行中です。詳細カタログ(EP-783)をご請求ください。 
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